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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第62期

中間会計期間
第63期

中間会計期間
第62期

会計期間

自2025年
３月１日
至2025年
８月31日

自2026年
３月１日
至2026年
８月31日

自2025年
３月１日
至2026年
２月28日

売上高 （百万円） 2,858 3,543 6,028

経常利益 （百万円） 261 516 543

中間（当期）純利益 （百万円） 182 378 400

持分法を適用した場合の投資利益 （百万円） － － －

資本金 （百万円） 938 938 938

発行済株式総数 （千株） 5,791 5,791 5,791

純資産額 （百万円） 5,369 5,965 5,653

総資産額 （百万円） 10,232 10,657 10,284

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 32.50 67.24 71.19

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益 （円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 15.00

自己資本比率 （％） 52.5 56.0 55.0

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △24 △608 1,338

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △9 △197 △30

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △142 14 △836

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 （百万円） 1,569 1,426 2,217

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

 

 

２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)　経営成績の状況

　当中間会計期間における我が国経済は、引き続き雇用・所得環境の改善、企業の高い設備投資意欲など、経済に

前向きな動きが続く一方で、金利・物価上昇の経済への影響も懸念されており、ロシアによるウクライナ侵攻の長

期化、中東情勢の悪化など、不安定な海外情勢も継続しており、依然として先行き不透明な状況が続いておりま

す。

　このような状況のもと、当社といたしましては、100年企業を目指し、継続的な企業価値の向上を目標として、

原価低減と多能工化、生産性の向上に取り組みながら、お客様のニーズにあった製品開発と販売強化に努めてまい

りました。

この結果、当社の経営成績につきましては、当中間会計期間の売上高は3,543,607千円（前年同期比24.0％

増）、営業利益500,992千円（前年同期比105.2％増）、経常利益516,987千円(前年同期比97.4％増）、中間純利益

378,292千円（前年同期比106.9％増）となりました。

　当社の強みである“スピードと技術”の短納期対応を活かし、半導体業界の大幅な需要拡大や、プラント・信号

などの更新需要を積極的に取り込むことができました。イラン情勢の影響から、原油由来製品の価格高騰・供給懸

念は続いておりますが、引き続き、プラント案件やＦＡ・計装ケーブルの受注拡大に取り組んでまいります。

 

(2)　財政状態の状況

（資産の部）

　当中間会計期間末の総資産残高は10,657,140千円となり、前事業年度末に比べ372,372千円増加いたしました。

その主な要因は、現金及び預金の減少591,158千円、受取手形及び売掛金の増加590,783千円、原材料及び貯蔵品の

増加288,954千円等によるものであります。

 

（負債の部）

　当中間会計期間末の負債残高は4,691,495千円となり、前事業年度末に比べ60,120千円増加いたしました。その

主な要因は買掛金の増加40,142千円、電子記録債務の減少51,703千円、短期借入金の増加200,000千円、未払法人

税等の増加44,288千円、長期借入金の減少98,600千円等によるものであります。

 

（純資産の部）

　当中間会計期間末の純資産残高は5,965,644千円となり、前事業年度末に比べ312,251千円増加いたしました。そ

の主な要因は中間純利益の計上378,292千円、剰余金の配当84,387千円等によるものであります。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、1,426,596千円となり、前事業年

度末に比べ791,158千円減少いたしました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において営業活動の結果使用した資金は608,507千円（前年同期は24,804千円の使用）となりま

した。これは主として税引前中間純利益542,027千円、減価償却費87,121千円等の増加要因を、売上債権の増加額

624,149千円、棚卸資産の増加額350,579千円等の減少要因が上回ったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において投資活動の結果使用した資金は197,008千円（前年同期は9,602千円の使用）となりまし

た。これは主として有形固定資産の売却による収入4,380千円、投資不動産の賃貸による収入35,507千円等による

増加要因を、定期預金の預入による支出200,000千円、有形固定資産の取得による支出41,374千円等による減少要

因が上回ったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において財務活動の結果獲得した資金は14,357千円（前年同期は142,480千円の使用）となりま

した。これは主として短期借入金の純増加額200,000千円による増加要因が、長期借入金の返済による支出98,600

千円、配当金の支払額84,007千円等による減少要因を上回ったことによるものであります。

 

(4)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありませ

ん。

 

(5)　研究開発活動

　当中間会計期間における研究開発費としての計上額はありません。

　なお、当中間会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発
行数（株）
（2026年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2026年10月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,791,555 5,791,555
東京証券取引所

（スタンダード市場）

単元株式数

100株

計 5,791,555 5,791,555 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2026年３月１日～

2026年８月31日
－ 5,791,555 － 938,185 － 928,185
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（５）【大株主の状況】

  2026年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

日電ホールディングス株式会社 兵庫県西宮市甲子園口１丁目14番24号 1,638 29.13

青木さち子 大阪府交野市 311 5.53

泉州電業株式会社 大阪府吹田市南金田１丁目４番21号 229 4.08

昭和化成工業株式会社 埼玉県羽生市小松台１丁目603番29 170 3.02

ＢＮＹ　ＧＣＭ　ＣＬＩＥＮＴ　ＡＣＣＯ

ＵＮＴ　ＪＰＲＤ　ＡＣ　ＩＳＧ　（ＦＥ

－ＡＣ）

（常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ銀行）

ＰＥＴＥＲＢＯＲＯＵＧＨ　ＣＯＵＲＴ　

１３３　ＦＬＥＥＴ　ＳＴＲＥＥＴ　ＬＯ

ＮＤＯＮ　ＥＣ４Ａ　２ＢＢ　ＵＮＩＴＥ

Ｄ　ＫＩＮＧＤＯＭ

（東京都千代田区丸の内１丁目４番５号）

155 2.77

リケンテクノス株式会社 東京都千代田区神田淡路町２丁目101番地 132 2.36

因幡電機産業株式会社 大阪市西区立売掘４丁目11番14号 129 2.30

植村瑠美 兵庫県西宮市 127 2.26

槙野修成 石川県金沢市 65 1.16

和田山理沙 大阪府交野市 61 1.09

計 － 3,020 53.70

 

（注）日電ホールディングス株式会社は、当社代表取締役社長である植村瑠美氏が株式を保有する資産管理会社で

     あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 165,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,617,000 56,170 －

単元未満株式 普通株式 8,855 － －

発行済株式総数  5,791,555 － －

総株主の議決権  － 56,170 －

　（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が55株含まれております。

②【自己株式等】

    2026年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＪＭＡＣＳ株式会社
兵庫県加東市森尾１２７

番１
165,700 － 165,700 2.86

計 － 165,700 － 165,700 2.86
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間における役員の異動は次のとおりであります。

　(1) 新任役員

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（千株）

就任年月日

取締役

営業部長
宝定　拓司 1980年８月23日生

2003年３月 山梨大学教育人間科学部卒業

2003年４月 富士通サポートアンドサービス株

式会社（（現）エフサステクノロ

ジーズ株式会社）入社

2018年９月

2024年４月

日本オラクル株式会社入社

当社入社・電線営業１部部長

2026年５月 取締役営業部長（現任）
　

(注) －
2026年

５月27日

(注)　任期は、2026年５月27日開催の第62期定時株主総会から１年であります。

 

　(2) 退任役員

役職名 氏名 退任年月日

代表取締役社長 植村　剛嗣
2026年６月６日

（死亡による退任）

 

　(3) 役職の異動

　　①代表取締役の異動

新役職名 旧役職名
氏名

（生年月日）
異動年月日

代表取締役社長 取締役副社長
植村　瑠美

（1984年９月５日生）
2026年６月８日

(注)　代表取締役社長　植村瑠美は、前代表取締役社長　植村剛嗣の親族であります。

 

　　②新たに代表取締役になる者についての主要略歴

氏名 略歴

植村　瑠美

2010年４月　当社入社

2019年５月　当社取締役営業推進部長兼管理部管掌

2020年６月　当社取締役営業推進部長兼管理課・経理課管掌

2021年５月　当社専務取締役管理部管掌

2024年３月　当社専務取締役

2026年５月　当社取締役副社長

2026年６月　当社代表取締役社長（現任）

 

　(4) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　男性5名　女性2名　（役員のうち女性の比率28.6％）
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第４【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2026年３月１日から2026年８月31日

まで）に係る中間財務諸表について、監査法人やまぶきによる期中レビューを受けております。

 

３．中間連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表】

（１）【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2026年２月28日)
当中間会計期間
(2026年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,217,755 1,626,596

受取手形及び売掛金 ※ 916,652 1,507,436

電子記録債権 ※ 698,593 737,500

商品及び製品 497,838 500,938

仕掛品 360,360 418,885

原材料及び貯蔵品 792,133 1,081,087

その他 61,497 75,731

貸倒引当金 △240 △252

流動資産合計 5,544,590 5,947,923

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,056,827 2,015,692

土地 414,770 414,770

その他（純額） 239,470 239,952

有形固定資産合計 2,711,068 2,670,415

無形固定資産 23,584 22,563

投資その他の資産   

投資不動産（純額） 1,571,506 1,570,761

その他 434,018 445,475

投資その他の資産合計 2,005,524 2,016,237

固定資産合計 4,740,177 4,709,216

資産合計 10,284,767 10,657,140
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2026年２月28日)
当中間会計期間
(2026年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 412,064 452,207

電子記録債務 805,809 754,106

短期借入金 600,000 800,000

１年内返済予定の長期借入金 182,096 182,096

未払法人税等 142,497 186,786

賞与引当金 16,467 25,639

その他 228,889 139,506

流動負債合計 2,387,825 2,540,341

固定負債   

長期借入金 1,959,962 1,861,362

退職給付引当金 65,832 75,071

役員退職慰労引当金 146,816 146,816

その他 70,937 67,902

固定負債合計 2,243,549 2,151,153

負債合計 4,631,374 4,691,495

純資産の部   

株主資本   

資本金 938,185 938,185

資本剰余金 936,214 936,214

利益剰余金 3,680,351 3,974,256

自己株式 △85,114 △85,114

株主資本合計 5,469,636 5,763,542

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 183,756 202,102

評価・換算差額等合計 183,756 202,102

純資産合計 5,653,393 5,965,644

負債純資産合計 10,284,767 10,657,140
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（２）【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

 当中間会計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年８月31日)

売上高 2,858,110 3,543,607

売上原価 2,064,661 2,452,803

売上総利益 793,449 1,090,803

販売費及び一般管理費 ※ 549,309 ※ 589,810

営業利益 244,139 500,992

営業外収益   

受取賃貸料 33,935 35,507

その他 5,245 7,972

営業外収益合計 39,180 43,479

営業外費用   

支払利息 16,682 18,082

賃貸収入原価 4,599 4,542

売上債権売却損 － 4,701

その他 118 157

営業外費用合計 21,401 27,484

経常利益 261,919 516,987

特別利益   

受取保険金 － 25,039

特別利益合計 － 25,039

税引前中間純利益 261,919 542,027

法人税、住民税及び事業税 85,434 171,330

法人税等調整額 △6,370 △7,596

法人税等合計 79,063 163,734

中間純利益 182,855 378,292
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（３）【中間キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

 当中間会計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 261,919 542,027

減価償却費 89,304 87,121

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10 △5,528

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,804 9,171

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,186 9,238

受取利息及び受取配当金 △4,755 △5,663

受取賃貸料 △33,935 △35,507

受取保険金 － △25,039

支払利息 16,682 18,082

売上債権の増減額（△は増加） △157,503 △624,149

棚卸資産の増減額（△は増加） △12,312 △350,579

仕入債務の増減額（△は減少） △140,935 △11,560

未払消費税等の増減額（△は減少） △33,372 △45,518

その他の流動資産の増減額（△は増加） △11,415 △14,971

その他の流動負債の増減額（△は減少） 24,856 △40,880

その他 6,478 1,545

小計 10,640 △492,210

利息及び配当金の受取額 4,755 5,663

利息の支払額 △15,316 △20,093

保険金の受取額 － 25,039

法人税等の支払額 △24,883 △126,906

営業活動によるキャッシュ・フロー △24,804 △608,507

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △200,000

有形固定資産の取得による支出 △43,958 △41,374

有形固定資産の売却による収入 7,990 4,380

無形固定資産の取得による支出 △3,700 △3,327

投資不動産の賃貸による収入 33,935 35,507

その他 △3,869 7,805

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,602 △197,008

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 200,000

長期借入金の返済による支出 △83,496 △98,600

配当金の支払額 △55,949 △84,007

その他 △3,034 △3,034

財務活動によるキャッシュ・フロー △142,480 14,357

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △176,888 △791,158

現金及び現金同等物の期首残高 1,746,664 2,217,755

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,569,775 ※ 1,426,596
     
 

EDINET提出書類

ＪＭＡＣＳ株式会社(E01348)

半期報告書

13/20



【注記事項】

（中間貸借対照表関係）

※　期末日満期手形及び電子記録債権

期末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日または決済日をもって決済処理をして

おります。なお、前事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形及び電子記録債権が

前事業年度末日残高に含まれております。

 
前事業年度

（2026年２月28日）
当中間会計期間
（2026年８月31日）

受取手形 7,933千円 －千円

電子記録債権 75,573 －

 

 

（中間損益計算書関係）

　　　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間会計期間
（自 2025年３月１日
　　至 2025年８月31日）

　当中間会計期間
（自 2026年３月１日
　　至 2026年８月31日）

給与手当 94,628千円 96,994千円

賞与引当金繰入額 9,300 9,846

退職給付費用 4,415 6,060

貸倒引当金繰入額 10 △5,528

 

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間会計期間

（自　2025年３月１日
至　2025年８月31日）

当中間会計期間
（自　2026年３月１日
至　2026年８月31日）

現金及び預金勘定 1,569,775千円 1,626,596千円

預入期間が3か月を超える定期預金 － △200,000

現金及び現金同等物 1,569,775 1,426,596
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間会計期間（自　2025年３月１日　至　2025年８月31日）

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月28日

定時株主総会
普通株式 56,258 10 2025年２月28日 2025年５月29日 利益剰余金

 

(2)　基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。

 

(3)　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　2026年３月１日　至　2026年８月31日）

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年５月27日

定時株主総会
普通株式 84,387 15 2026年２月28日 2026年５月28日 利益剰余金

 

(2)　基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。

 

(3)　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自　2025年３月１日　至　2025年８月31日）

当社は「電線事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　2026年３月１日　至　2026年８月31日）

当社は「電線事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社は電線事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報は以下のとおりであり

ます。

（単位：千円）

 
前中間会計期間

（自　2025年３月１日
   至　2025年８月31日）

当中間会計期間
（自　2026年３月１日
   至　2026年８月31日）

防災用ケーブル 574,839 694,162

通信用ケーブル等 441,873 669,654

計装・制御用ケーブル等 1,554,237 2,112,309

その他 287,159 67,481

顧客との契約から生じる収益 2,858,110 3,543,607

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 2,858,110 3,543,607
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　2025年３月１日
至　2025年８月31日）

当中間会計期間
（自　2026年３月１日
至　2026年８月31日）

１株当たり中間純利益 32円50銭 67円24銭

（算定上の基礎）   

中間純利益（千円） 182,855 378,292

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益（千円） 182,855 378,292

普通株式の期中平均株式数（株） 5,625,805 5,625,800

(注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年10月15日

ＪＭＡＣＳ株式会社

取締役会　御中

 

監査法人やまぶき

大阪事務所

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 平野　泰久

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 高田　雄介

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＪＭＡＣＳ株式

会社の2026年３月１日から2027年２月28日までの第63期事業年度の中間会計期間（2026年３月１日から2026年８月31日ま

で）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記につい

て期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠して、ＪＭＡＣＳ株式会社の2026年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期

間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認めら

れなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定

を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人

は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間財務諸

表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま

た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間財務諸表の注記事
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項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に

対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入

手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していない

と信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、

並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを

評価する。

 

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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